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＜連絡事項＞

・本日血圧・腹囲・体重の測定を実施しています。測定後は栄養に提出する紙に記載し提出していきます。
・看護研究グループ

◎総括：山田
◎Aグループ『スタッフの陰性感情について(仮)』
リーダー：石川Ns、サブリーダー：高橋(則)MNs

松橋Ns、小泉MNs、高橋(正)MNs、田口MNs

池田Cw、半澤Cw、鈴木(幸)Cw、荒木田Cw

◎Bグループ『ECT(仮)』
リーダー：横浜Ns、サブリーダー：橘MNs

上野Ns、鈴木(匡)MNs、川守田Ns、佐々木(柳)MNs

　杉本Cw、赤坂Cw、長濱Cw
＜患者様連絡事項＞

· 慶長　節子様…全身の湿疹あり、主治医へ情報提供しています。清潔に保ち月曜日ま　　　　　　

で様子観察し、皮膚科診察して下さいとのことです。

· 巴　勇樹様…本日より外泊しています。

· 下沢　愛子様…ノボリン３０Ｒ注フレックスペン１本継続処方となっています。明日

７/８日曜日に血糖チェック実施となりますので、当日勤務者は、時間を間違えないように行なって下さい。また、食事摂取量の観察・間食は禁止であることを守り、血糖症状による随伴症状にも注意し全身状態の観察をしていきましょう。

· 中野　英男様…食事の際のむせこみは少なくなってきており、食事摂取量が徐々増え

てきています。水分摂取量は少ない為、点滴が変更で処方となっています。今後も食事介助の際はむせ込みに注意し、介助していきましょう。また、バイタルサイン測定し、全身状態の観察を行なっていきましょう。

＜要注目患者様＞

・木村　格治様…本日頭痛の訴えあり、主治医が診察中であるため、待ってほしいこと伝

え、説明しているが、口調荒げ・暴言・スタッフへ掴みかかることあり。主治医へ情報提供し、解熱鎮痛消炎剤が処方となる。すぐに服用している。服用後はイライラした様子やスタッフへも暴言・粗暴的となることはないが、安静保てずホールや自室の往復や他患者様との交流が目立ち、落ち着きのなさあり。

· 河原木　泰志様…本日、食事中、両手指振戦著明にみられ摂取に時間要している。手　　　　　　　　

指振戦により、日常生活援助に支障をきたす為、入浴時等も介入要しています。唸り声や表情等精神症状の観察とともに、手指振戦の観察を行い、必要時介入を行っていきましょう。

· 井畑　光湖様…7月4日準夜帯より、腹痛の訴えあり。翌5日主治医診察し、レントゲ

ン検査施行しています。検査上、問題なく解熱鎮痛剤頓服にて処方となり様子観察行っていたが、昨日準夜帯にて、「入院前5月3～5日の3日間、性交渉あった」と本人より情報あり。5月29日最終月経あったが、その後の月経みられず。本人より、妊娠検査希望あり。主治医へ情報提供するとともに、様子観察をしていきましょう。

· 田村　喜七様…最近、他者への干渉みられ、大声を出すことあり。介入にて、落ち着

かれトラブルとなる事はない。以前、他患者様とのトラブルの際、粗暴行為みられていた為、他者への干渉が過度とならないように、介入していきましょう。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

· 麦沢　守様…Ｂ1グループに導入。

· 佐藤　駿様…Ａ1グループに導入。　　　　　　　













